
























（Viana, Beidel, & Rabian, 2009）、不安症に対する効果的な治療方略が適用されてきている



























































































































































となりがちであった。SV より、Ter. の援助の力を弱め、やや緊張が明確化された際に、A が
主動的に緊張を弛めるまで待つ関わりや、A が主動的に腕を伸ばしたうえでその緊張を弛め
るといった A の主動を利用した援助を行うよう助言した。すると、少しずつ A も Ter. の援
助に応じて緊張を弛めることができるようになった。あぐら座位での直姿勢の保持課題では、









援助の方法について SV と Ter. 間で確認した。特に、あぐら座位での直姿勢の保持課題につ
いては、Ter. より頸の伸展を促す援助が困難であることが報告された。Ter. の援助として A









ぐら座位のなかで躯幹部の屈曲が強い部位に Ter. が手を添えるだけで、A が自らその部位を
伸展させる動作がみられるようになった。このような変化が示され、Ter. があぐら座位で直姿
勢をつくるよう援助しようとすると、A が Ter. に対して援助の手を放すよう求めた。当初、
Ter. は A が課題を拒否しているのではないかと感じ、様子をうかがっていると、A が自ら腰
部から背中を伸展させ、直姿勢をつくろうとする動きを示した。そのため、A が独力で課題
を行えることを Ter. に示したいという自己表現と捉え、「すごいね、1人でも上手にできてい
るね」と A の努力を認めると、A は Ter. に対して笑顔を示した。このような経緯から、Ter.
が援助を減らし、A が自ら姿勢の歪みを修正して直姿勢をつくる課題（以下、あぐら座位で
の直姿勢づくり課題）も設定した。それ以降も、SV を指さして SV に見に来てほしいことを
Ter. に伝えようとしたり、現在行っている課題をしたくないことを指でバツ印を作ったりする
などの Ter. への意思表示が増えてきた。Ter. は A の身振りから A の意図を推測し、「先生、
呼んでみようか」と A の意図を言語化しながら関わったり、「別の課題をしてみようか」と A
の希望を取り入れながら課題を展開したりするといった関わりを行っていた。































側屈が強くなり姿勢が不安定になる様子がみられやすかった。Ter. は A に左体側を伸ばすよ
う援助し、片脚重心で短時間姿勢を保持して両脚重心に戻るという課題を展開したところ、
徐々に右脚重心でも A が左体側を伸ばして姿勢を安定させて保持することができるようにな





また、3日目から、セッションのなかで A が SV に動作課題の様子を見に来てほしい際に、












正し、安定した姿勢を保持できるようになってきたことを Ter. と SV で共有した。また、立
位での重心移動課題の援助の方法について、再度確認を行った。
また、A が Ter. の関係性を基盤に、周囲の他者への能動的な働きかけが増えてきたという











ことができているように思われた。そのため、Ter. が A と対面し、「良い姿勢にするにはどう
したら良いかな」と尋ねると、まず A は骨盤を立て、躯幹部全体の屈曲を伸展させたため、




















トレーナーミーティング：Ter. のプレイフルな関わりにより、A 自身も Ter. の反応を引き
出す関わりを行い、Ter. の反応を楽しむ様子がみられるようになってきていることを SV と
Ter. の間で共有した。
（5）5日目






















トレーナーミーティング：キャンプ期間の A の変化として、動作課題に対する A の能動的
な取り組み方が増えたことに伴い、トレーナーやその他の参加者にも能動的なコミュニケーシ





が自分の掌に「ごはん すいた」などの文字を指で書いて Ter. に示したため、Ter. は「お腹









かった。入室後、Ter. より「先生がお母さんに A さんが頑張っていたことを伝えるね」と話
すと A も頷き、Ter. から母親にキャンプ期間における A の変化を伝えた。A は Ter. と母親
の近くで座っていた。入室後間もない頃は、表情は固かったが、キャンプから帰ったら寿司屋
に行くことや、閉会式時に写真を一緒に撮りたい相手について筆談等で Ter. とやりとりをす
るうちに、段々と表情も和らぎ笑顔も増えてきた。Ter. は A と動作法をできないことに対し



































に取り組もうとする努力を Ter. に示そうとする自己表現であると解釈し、A の努力を支持す
るような声かけを行いながら関わった。そのような動作課題への取り組み方の変化に伴い、課
題の合間に Ter. に対して身振りで意思表示する、生活場面においても Ter. に対して遊びを要
求するなど、Ter. に対しての能動的な働きかけが徐々に増えた。これらのことから、Ter. が動
作課題のなかで A が主動的に課題に取り組むよう援助したことにより、A の課題に対する能
動的な態度が形成され、そのような態度の形成が Ter. との関係性に対しても能動的に参加す
るように変化したことが考えられる。また、Ter. は A の身振りからその意図を推測し、A の
気持ちを代弁する関わりを行ったことにより、A は自らの意図が適切に Ter. に伝わったこと








4日目からは、Ter. の声かけのみで A が自ら直姿勢をつくる様子がみられ、A の自体感が



















ション様式の変容がみられたが、この背景には A の特性に配慮した工夫を行うなかで、A の
動作課題への能動的な取り組みや動作課題を介した Ter. への能動的な働きかけを促進したと
思われる。ここでは、A に対する臨床的工夫について述べる。
まず、動作課題における A の主動的な取り組みを促す援助の工夫が挙げられる。A は慢性
的な緊張の強さや、Ter. への受身的なコミュニケーションの様式から、Ter. の援助が主とな
り、A が Ter. の援助に対して受身的に応じるといった取り組み方が固定化しやすいことが想
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